
ジャウィ文書研究会=ュ ーズレター
111可 1

発行者 :ジ ヤウィ文書研究会事務局

〒102-8554東京都千代田区紀尾井町 7-1   電話 03-3238-3697 Fax 03-3238-3690

上智大学アジア文化研究所 川島緑研究室  e―maiに midori―kOsophia.ac.jp

ジャウィ綴 リマ レー語の書 き方 と読み方

山本博之  (東京大学)

次

はじめに

I α′√(|)

1.

2.

3.

Ⅱ 接辞

子音に挟まれたαゲ
「弱い o」 と接辞

語頭のαゲ

1.接頭辞

2.接尾辞

″(、f)と Wり

“り
)

1.母音に続 く″ と

2.語頭の″ と wα

“
力α″″力(多)の用法

1.語尾の―k

2.連続する母音

3.接尾辞の一an

4.接頭辞 +αゲ

V慣 用的な表記

Ⅵα加(こ/こ )の用法………・・………・・……・…・

p.1

p.3

p.7

p.9

p.10

p■ 2

p.14

p■ 6

p.18



はじめに

ローマ字綴 りのマ レー語では、子音(C)と 母音(V)の組み合わせで CVや CVCな どの音節

が表わ され、これ らの音節が組み合わさつて単語ができている
1。

例 :ma_ta (CV― CV)

ka―wan (CV‐CVC)

tan―pa  (CVC― CV)

lam―bat (CVC― CVC)

ジャウィ綴 リマ レー語 も、これ と同様に、基本的に CVや CVCな どの音節を組み合わ

せて単語を作る。

ただし、ジャウィ綴 リマレー語では Vを入れないで表記する場合がある。そのため、ジ

ャウィ綴 リマレー語を読む際には、個々の文字をローマ字に置き換えるだけでなく、必要

な場所に適切な Vを補わなければならない。

例:♂メb― u4‐nにVCO→bdmに平CV0

Vを補 うためには、ジャウィで表記 したときに Vが落ちる法則を知る必要がある。その

ため、以下ではまずジャウィ表記の「書き方」を整理し、それを通じて「読み方」の理解

を試みる。

マレーシア地域におけるジャウイ綴 リマレー語の表記方法は、なるべくVを落とさない

方向で (つ まり、ローマ字綴 りと近づける方向で)進んできてお り、この過程は現在も進

行中である。本稿では、ザアバによつて 1940年頃に書かれたジャウィ綴 りの指南書を基

礎に、20世紀のかなりの期間にわたつてマレーシア地域を中心に広く用いられていた法則

を紹介する。したがつて、本稿における「ジャウィ表記では……であるJと いつた説明は、

イン ドネシア地域や 19世紀以前のジャウィ文書について必ず しもあてはまらないことが

あることをお断 りしておく (こ れ らについてはできる限り注において言及 した)。

■文字の基礎

ジャウィは、アラビア文字およびマレー語を表記するためにその一部を改変したものを

用いて表記する。 (以下では、これ らを総称 して「ジャウィ文字Jと 呼ぶことにする。)し

たがつて、アラビア文字が認識できないとジャウィを読むことはできない。本稿は、文字

が前後に連結 し、その際に形が変化する文字があることなどを含め、読者がアラビア文字

の基本をすでに身につけていることを前提としている。なお、「特徴によるジャウィ文字

一覧」を付録としているので、個々のジャウィ文字についてはそちらも参照していただき

たぃ2。

1音
節の区切 りを明確にするため、以下、本稿では 2音節以上からなる単語をローマ字表記す

る際に音節ごとにハイフンで分けて表わす。また、本稿ではローマ字表記の際に文字に下線を

付 したものが登場するが、これは説明の便宜のためであり、現在のマ レー語のローマ字表記で

他の音と区別するために文字の上下に線や点を付すことはない。
2本

稿では、説明上の便宜のため、ジャウィ文字を以下の 3種類に分け、それぞれノ名前をつけ



ここでは、1つのジャウィ文字に 2通 り以上のローマ字表記がありうるもの、および連

結のしかたによつて形が大きく変わるものについてのみ取 り上げる。

(1)母音にあたるジャウィ文字をローマ字に置き換える際には、法則にしたがつて幾通 りか

の可能性を考えなければならない。その法則は以下の各節で説明されるが、さしあたつ

ては、。αノ√(bは aに、″(ヽf)は iまたはcに、″α
“(」 )は uまたはoに置き換える。

(2ル ←´)は 口~マ字綴 りにしたときにpと fの 2つの可能性がある。

(3)9グ (υ )は主としてアラビア語起源の単語に用いられ、ローマ字綴りにしたときにkと q

の 2つの可能性がある。時代が下るにつれて kと する傾向がある。

(4)麟″(」 )と αげ(bが繋がると、「`」ぁるいは「洪」の形になる。

◆練習

以下の 5つは、マレー語の単語をジャウィで表記 したものです。ローマ字表記すると

どの単語になるかを当てるのではなく、 (実際の単語にはないものも含めて)ロ ーマ宇

表記にすると何通 りの可能性が考えられるかを答えてください。

①ご|

I αtT (b

②/メ ③島r｀ ④丸リ

1.子音に挟まれたαゲ

(1)ロ ーマ字綴 りの aは、ジヤウィ綴 りではα′ス でゝ表わされる。CVCの音節で Vが aの場

合 (「子音に挟まれたα′抑 の場合)にはαげが落ちる。この法則は、CVCが 単語の何音節

日に来ても適用される
3。

例:ma_kan→ ma―knO∫ L・

k押―bhg→ km―bhg`多いダ
お

saln―pah~→ SIn―ph 4コンヽ
^″

αげ 以外の母音が CVCの形で落ちることはない。したがつて、ジヤウィ綴りをローマ

専ド:ll輩＼乱緞|「嚇軒よ」を:(贋ピゝふ

'｀

aあ おヽよ晰はでaに似
ら`ない」という意味で 「縦系」

素跨輝猛艦fイi::::::ll lを通意ftttFイ繕11払濶 しキ攪易:I11:::i::|』電窓

認1躙lゝ写宅争驚亀又翼 魂 晟1ゎ誌 1lt詰黒
｀
計

(dan)については、αげ を落とさずにCVCの形にする。



字化する上で音節ごとに区切つた結果が CCと なつた場合、CVCの形にするために i/c

や 0/uを補 うことはない。

例:ひ Lゞ・ lna_b→ ma―kan(× ma_kin、 ma―kCn、 ma‐kOn、 ma‐kun)4

◆練習

①Oい
し ②ピ“

 ③ノ"  ④こ“
/

(2)二重母音のai/auは、i/uが子音である場合と同様に考えて上の法則を適用する
5。

例 :ra_mal→ ra―mi/ra―meび |́リ

お

p卜sau→ pi―su/pi¨ so」P=■

したがつて、ジヤウイ表記で音節が CVの形になり、Vが αJ√以外である場合には、C

とVの間にaを補う可能性も考える必要がある
6。

①ごし ②メビ  ③しb′J ④♂

2.「弱い c」 と接辞

(1)ジ ヤウイ綴 りでは「弱い e」 を表記 しない
7。

例 :睫―cil→ k‐Cn「

bQ― sar―■>b―srノ

ジャウィ綴 りで CVの形で Vが落ちるのは「弱い c」 だけであり、「弱い c」 以外の母音

4ただ し、ィン ドネシア地域では CVCの形ですべての母音が落ちる。そのため、ここに挙げ

た例であれば、makanだけでなくmよinな どの可能性 も考えられる。

5現
在のマ レーシア地域では、国立言語出版局 (DBP)によるジャウイ出版物などのように、

この場合のαげを落とさずに表記しているものもある。
6こ の′点を考えると、上の「文字の基礎」の練習問題は、ローマ字表記したときの可能性がさ

らに増えることになる。
7マ レー語には母音が 6種類ある。a、 c、 1、 o、 uに加えたもう1つの母音をここでは「弱い e」

と呼ぶ。ローマ字表記では、かつては文字の上に記号をつけることで eと 「弱い e」 を区別し

ていたが、現在では、ローマ字表記上は cと「弱Vヽ e」 を区別しない。「弱い e」 は、通常は第 1

音節に現われる。■smeの ような語尾の「弱いe」 は、例えばc■“ゲタ■メ (Komunismc)の よう

に、″ の下の点 2つがない文字で表記される。



を補 うことで CVの形にはしない。

例 :「 k¨cH→ke_dl(× ka― cn、 ki_cH、 ko― cn、 kll_cn)

CVCで「弱い c」 が落ちた場合、形の上では aが落ちたものと区別できないことに注意。

例 :tcm_pat→ tm―pt C脚麟J(tcmpct、 tanpatと も読める
8)

pe卜」→pr_gi Jメ いattiまたはpattcと も読めるり

「弱い c」 は、通常は第一音節に表われる。ただし、第二音節に「弱い c」 が現れる単

語もまれにある。

例:men_起―五→mn― t‐nりち出レ

ten― tQ―ra→ tn― t‐ra l戸

第 1音節と第 2音節ともに「弱い c」 を伴 うCVの形をとる単語の場合、CVCの aが落

ちたものと区別できないことに注意。

例:■‐ge―五→n‐ g―五び

S2‐しSai→ s_1‐ siしダJ」

(2)接頭辞の形には CVと CVCがあるが、いずれも母音は 「弱い e」 なので母音が落ちる。

例 :mOn_dc―ngar¬m―Ⅲngrノ風上レ

bQ卜 sc‐tttu→b卜S‐tuluジキノ ノ

接頭辞があるとジャウィ綴 りでは語頭に子音だけが並び、形の上では CVCで aが落ち

たものと区別ができないので注意。c(m)ヽ
3(p)、 ノ(br)、 メ(tr)、 しf(k)、 ∪バS)な ど

が語頭に並んだ場合、CVCで αげが落ちた可能性のほかに、それらが接頭辞である可能性

も検討する必要がある。

◆練習

①め|ルメ   ②(ノ詢  ③4デノ  ④メしノ

8マ レー語では、「弱い e」 以外の母音を含む音節の後に 「弱い e」 を含む音節は来ないため、

この例で tampctと なる可能性は考えない。
9さ らに、「1.子音に挟まれた α′珀 の(2)の法貝1に よりpergaiま たは pargaiと も読める。



3.語頭のαげ

(1)語頭の「弱い e」

語頭の「弱い e」 はαグで表記する。形の上では aで始まる単語と区男Jがつかない。

例:脚―pat→ am‐pt C」レ|

旦
‐mas→ a‐msげ ´ |

この法則は、接頭語を伴つたために形の上では話頭でなくなつた喝局い c」 にも適用 され

る。

例:b併,nam‐ b■a―nm「Jノ

(2)語頭のαげ

アラビア語やヒンディー語に由来する単語には、ローマ字表記にしたときに語頭の αげ

がaや 「弱い e」 以外の母音になるものがある。

◆練習

①
`l    

②ご́ | ③夕 | ④3<二 |

蝉 bakひ´ |

uhat CLメ |

umpamacじ |

pdangとお|

墾ndir」 J`|

unta c■31

…
kご夕 |

山ng♂ |

理“
araり喝JI

邸ayafじ |

usaha OLI

ustaz ЬしL″ |

例 :_iblis(ノ Jギ |

聾hs〆ゝ |

lklan O以夕|

_ikrarり |メ |

_imamcし |

indah O・61

insafし´し
“
二‖

insan Oし」 |

_intanむJI

卜lamCりし |

卜毎五fメコ|

_istiadatち Dl‐・.JI

6



iStimCWaナダ粕い″|       ユsul」リギ,|

シhめム|       ゴama″ |

習練のめとま◆

.夕■夕し」じメl①

・び♪じ́ し手逃とl②
・″ノ卍bf島メ/③

Ⅱ 接辞

1.接頭辞

(1)語形変化 しない接頭辞 (ke_、 se_、 d卜 )

kc―はk(しf)のみ、se_は stノ)のみ、di―はd(D)のみ書く。

例:墜―ba― nyak― an→ k―ba―nyk―nこ鰺→Lダ

藝 Ch■″ d―Chia略 ♪

前置詞の kcと diも 、接頭語の kc―や diぃ と同じように kのみ (dの み)綴る。

現行のローマ字表記では、前置詞の keや diは続く名詞と離して書くが、ジャウィ綴 り

では kcや diに名詞を続けて (ただし、dは「縦系」で後ろにつながらないので「近づけて」)

書く。

例:ke ban‐ dar→ k‐bn―drりよゑダ

di pa― sar>d―pa― sr」だじD

(2)ほ とんど語形変化しない接頭辞 (beR―、teR‐、pcR― )

「弱い c」 は書かれないため、それぞれ b卜、tr―、p卜 となる。例外 (bclttarゃ bClayar)

に注意。

これらの接頭辞は、語幹が rではじまる語につくときは Rが落ちる。 (ただし、ジャウ

ィ綴りを読む場合は b卜、t卜、p卜で始まるので同じこと。)



b卜、t卜、p卜で始まる語は、接頭語 bcR― 、tcR―、pc■による派生語である

可能性がある。後ろに子音が続くときはそのまま切るが、母音が続 くと

きは b―、t―、p‐で切る可能性もある。

(3)語形変化する接頭辞 (mcN―、pcN‐ )

語頭の文字に応 じて Nの部分が変化する。「弱い c」 は書かないので、いずれの場合でも

「m tt c」「pttC」 で始まる。

mtt Cま たは p+Cで始まる語は、接頭辞 mcN―か peN―による派生語であ

る可能性がある。mや pを取るだけで語幹が得られる場合もあるが、さ

らに続く文字を変化させる必要がある場合もある。

◆練習

①し戸メ。 ②タル  ③り■ノ ④メ郷

2.接尾辞

(1)‐nya

ny(0)のみ書く。

例:bu_ku運塑→bu‐b‐nyわナゞ メ

(2)‐an

①n(め)のみ書く。

②rで終わる語に―anがつくときは、rと nの間にαげを入れる。

例i be_sa卜 an→ b¨ sr‐鯉0し″ゃ

③aで終わる語に―anがつく場合は乃α″″力を添えて″夕れを書く(以下、ローマ字では「'n」

と表記する)。

例:30‐ da‐an→ go―山極めbJf

b←h■n→卜1ぬ め`

④「ローマ字綴りでは aで終わるがジャウィ綴りでは語尾のαげ を表記しない語」【→

Vの 11につく場合は、語幹にαげを添えてから上の③の法則を適用する(すなわち、

力″″乃を添えてη
“
れを書く)。

例 :pem_bu‐ ka―an→ pm―bu―bL ttζ夕r」



du‐ga_an→ du―g屯 心ζジ♪

⑤kで終わる単語に接尾辞の‐anがつく場合、(マ レーシア地域では20世紀半ばごろまで
ぃkan(―kn)をつけていた10。

例:p卜側tm→ pa‐suthOぶL′Jし

(3)そ の他の接尾辞

例:4(び )

‐kan(こン5 )

‐hh(4」 )

‐kah(6 )

◆練習

①Oし"し ②」夕し ③♂しじメ ④ご しビ

Ⅲ ノα(CS)と ″α″(」 )11

ッαは、CVCの形でもCVの形でも常に書く。

1.母音に続く″

(1)母音に続いてッαがある場合、母音と″ の間で音節を区切り、yα は 1/cではなくy

と読む 【→ Iの 1(2)】 。

例:ka_yan→ ka―ynびもr    hiWat→ la_wtふDゞ

(2)αノ/｀に続くyaを i/cと 読ませるには、αグ とッαの間に力α772″力を入れる (以下、ロー

マ字表記中では乃α″zα力を「'」 で示す)12

例:kttn→ ka'inびζ      laut→ la'utヽ■り
'

10以
前はローマ字綴 りでもkを入れていた。現在ではローマ字綴 り/ジャウィ綴 りともに kを

入れずに‐all(ジ ャウィ綴 りでは―n)をつける。
Hこ の項の法則はッαと wαγに等 しく適用されるため、説明中では ,θ だけ取 り上げ、例には

″ とソα夕をそれぞれ挙げる。
12上の(1)と 見比べてみれば明らかなように、この 力′盟zr9■ は異なる単語を書き分ける際に非常に重
要な役割を果たしている。ただし実際のジャウィ文書では、この 力′盟″力を書かずに(1)と (2)を表記の
上で区別しない書き手も少なくない。



◆練習

①心リビ  ②≒じ   ③び`    ④こりし

2.語頭のメ

(1)語頭にァαがある場合、i/cではなくyと 読む。

例:ya_yasけ
～
L       聖ak_tuJじリ

(2)語頭のッαを i/cと 読ませるためには、″ の前にαげ を置く。このαげは続くrや

wα
“
が母音であることを示す標識であり、それ自体は発音されない。

例11‐kandfLI       Q‐rangとノリ|

(3)同 じ形を、αげの後で区切つて上の1(2)の法則からaッ・…/a‐w… と読むこともできる。

例 :ュ‐yahセl         a‐
=anめり|

◆練習

①リメLl  ②り    ③」りl   ④ごり|

。cづり♪じヽ メゝ ①

.」 |夕♪げ|リス に島l②

。」文〆°り|ノ ´メし③

Ⅳ ルα″zαル←)の用法

1.語尾のぃk

いくつかの単語では、語尾の kを 力α″,“力で表記する。 (kで表記することもある。)

例:Ю■o基→Юお宅戸1リ

c■cik‐ an‐ ciりじ苺り|

2.連続する母音

10



(1)αノ殉′αやαノ′wα夕のように、母音が続く場合は後ろの母音を子音と見る【→Ⅲの 1(1)】。
ただし、母音の間にあα″

“
んがある場合にはどちらも母音と見る。

例:Gし sa'hg→Sttng ttayangは GL→

(2)母音で終わる単語に接尾辞の iがついた形で現われることもある。

例:mnchta'i→ mcn―chia■ ζL“C´ (f十 111~十
(ァ )

3.接尾辞の_狙

語尾のα′′力amZa/2-4″″は、αげまでの語幹に接尾辞の_anがついたもの 【→Vの 2(2)】。

◆練習

例 :gttd卜an→ g研山 納 bJf O十 bJf)

①,/メ ②ザb  ③fL井   ④め`

4.接頭辞+αげ

(1)αげで始まる語にscや keな どの接頭辞がつくときは、αグに力α″zα力をつける。

例:sc+k江→sr卜hごくし (じ氏憚υハ

※語頭に sa'や ka'の形がある場合、力α″zα力をαげの前に移して s'+αげや k'+αげの形

にして、s'や k'を接頭辞、α′√以下を語幹と考えると捉えやすい。

例:ら集し sr歯→ゞ _激k→Кttk試 (氏峰tノ )

`ぉ
し sa,nd→ standi→ sc―祖‐d」 (び出|+多ぴ)

(2)orangや CkOrな ど一部の語では、接頭辞 scがつく場合に語幹の先頭のαグが落ちて後

ろにつながる形になる
13。

例:sc―ofangこノリち にり」しとはしない)

SC― C―kOrり
‐

◆練習

①び/Ъ ②♂Lび ③」
″
し  ④cじし

13現在のマレーシア地域では、『ウトゥサン・ムラユ』紙や DBP発行のジャウィ出版物などがこの慣用
を廃し、′力々 入れた表記を用いている。

■
■

■
■



V慣 用的な表記

1.cvで 「弱い c」 以外の Vが落ちる例

語尾が aの単語は、以下の場合に語尾のαげを落とす。

(1)語尾の直前の音節が CVの形で母音が aであり、最終音節の子音が「横系」(ただし

ngは除く)の場合。

例:sa―ya→ Saザ fじ

ma―ta→ ma―tr L・

(2)語尾が kaま たは gaである場合。

例:bu_k″ bu‐k」ノ

mu―ka‐ mu‐k」ノ

ju―ga― iu―
gLダタ

mcィe‐k戸肝re‐k出ノ

ti―ga→ ti…gヽ三tj

2.CVCで αげ以外が落ちる例

wα夕を含む音節が 2つ続く単語では、一方の wα
“
が落ちる場合がある

14。

(1)CV‐CVCの 形 で は後 ろの wα夕が落 ち る。

例 :tu刊ュ→tu‐mめリメ

tu―t野→tu―tp【 °・_ノ

(2)CVC― CVCの 形 で は前 の wα
“
が落 ち る。

例:地興―pul→ km―pJ」/
曜m―put→m―p載 ■ ノレリ

14こ の法則は、母音が″ である場合には適用されない。

12



※音節に区切つて CCの形になった場合、CVcにするためには通常 θげ を補 うが、前後
の音節の Vが wα

“
である場合には wα夕を補 う可能性もある。

このため、ジャウィ表記では同じ綴 りでもローマ字表記では異なる単語になる場合も
ある

15。

例:ごメ籠4ng→bbngまたはmhngと読める

◆練習

①_ビ  ②めじ   ③Jメ   ④。ル

3.その他の慣用綴り

◇動詞

a‐da→ a―d♪ |(ぁる/い る)

◇前置詞

pa―da―→p―d‐L5(_1こ
)

ke―pa― da→ k―p‐d■ぶ (～に)

da― ri‐ pa‐ da→ d―卜p―d」5り 3(～から)

se― pe■ti→ s‐p卜tC=μ」 (～の如く)

◇疑問詞

a‐pa→ a‐pし到(何)

◇指示代名詞

1-ni→ ain●J(これ)

卜tu→ a丑 ι“̂11(そ れ/あれ)“

◇人称代名詞

卜a→盛ザ|(それ)

15現在のマレーシア地域では、『ウトゥサン・ムラユ』紙やDBP発行のジャウィ出版物などがこの慣用
を廃し、フα

“
を入れた表記を用いている。

16メ攻atau)を ituと 読み間違えることが多いので注意。

13



di‐a→ di Cい (彼/彼女)

◇接続詞

j卜ka→―kどJ」.(も し)

se■ta→ S卜t― 〆
U(そ して/参加する)

ma―ka→ m―kこんЧそれで)

◇その他

im″im♂ 0
sc‐ ga‐ la― s― g―lルけべての
su‐ a―tu→ su― a―tr^|り♂ (或 る)

kc―mu― di―an→ k―m― di―nびよふゞ (その後に)

de―m菌佃 →ι訃脇nメ うに のよ引0

※kcmudianと dcmikianを 除き、ジヤウイ表記ではどれも語尾の Vが落ちているが、これ

らに‐lahや k̈ahな どの接尾辞がつくときにはジヤウイ表記でも語尾のVを書く。

習練のめとま◆

・JもノJごメ」じこじ①
.fL曝メDむ じIC■あ②
.出ノ⊥ぎ らビζじ③

Ⅵ

基 Z夏 鶴 攣Л 孟 !腫 租 111lF漠 1色嘔勇∫『 1省二ξ]当て

るかが異なる。(1)語頭に置かれた場合、(2)子音に続く場合、(3)最終音節に置かれた場合

でそれぞれ異なり、また、それぞれの場合について①αれ が単独で用いられるか②後ろに

αげを伴うかでも異なるため、α滋の用法を整理するには 6通 りの場合分けが必要になる。

第二に、αンを伴 う単語のほとんどがアラビア語起源のものであり、原語綴りに従つて a

以外の母音が落ちているものもあるため、下の例の(1)の②の alamと aumの ように、ロー

マ字綴りでは異なるけれどジャウイ綴りでは同じになるものが生じる。ジャウイ綴りは現

在までなるべく母音を補う方向に進んできたが、αれ を伴う単語については、アラビア語

14



の綴 りをなるべくそのまま用いようとする意識が強く働くためか、原語綴 りに忠実な綴 り

方も依然として残っており、母音の表記法の時代差 。地域差・個人差による揺れが比較的
大きいように思われる

17.

後者の問題は本稿で扱 う範囲を超えているため、ここでは前者で挙げたそれぞれの場合
について、αルがどのようにローマ字化されるかの例を挙げることにする。

なお、αル は、前の文字から繋がらない場合(こ)と 、前の文字から繋がる場合
こ

)で形
が異なることに注意。

(1)語頭に置かれた場合

①語頭のαル(´)は、単語によって a、 i、

例 :ad江 。よ
'

押J♪J
旦skar_′≦1、^ハ

、
`レ

ibar江 6り曝

ulama,しは
'

ユmurノA'18

②語頭のα滋̈αゲ(し
')は

、

例 :豊dat 8♪ じ

」am♂じ
am Cじ

旦syk´じ

例外:」mu♂じ

(2)子音に続 く場合

tttlukご鼻」

uのいずれかをあてる。

」am占

△rab Ψノ

ibadat 8♪ t^'

」mu占

ユmumCr
psur“声

」 ゆ

ほとんどの場合、α滋とα′√を合わせて aを あてる。

」HJ♪じ

」h♂じ
豊Hf Cりし

唾 bttr

t丞五fし鋼ノυ

①子音に続くαル(cpは ほヽとんどの場合akをあてる。

例:dakwaし
'D

17近
年では、αルを伴 う単語も伴わない単語も等 しく扱い、なるべく母音を補ってローマ字綴

りと近づけようとする傾向がある。
18 0mar(人

名)と も読める。

15



mtthmC三井υ

Inaknaじ

yttni♂

例外:Kttb・ah～■ダ

②子音に続くαブルαJ√(L)は、

例:範1」しめ

例外:d鯉 しわ

makmurり■
●―

山誠や リ

多くの場合 aaをあてる。

maafし し́い

(3)最終音節の場合

①語尾のα加(cI)は kをあてる。

例:ruiukこ」キリ

②最終音節で後ろに子音を伴うαj′
(

例 :sり し じ

鯰m亀計

‐ )は、aを あてることが多い。

ねЫ」‐

ta江 移じ

例外 :syttrメJ
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付録  特徴によるジャウィ文字一覧

(1)「 ～に,点」(横つながり系)

(点なし) (上 に点)

横棒

(下 に点)

*nyは、後ろに続かないときは「上に点3つ」、続くときは「下に点3つ」。

カギ

歯形

楕円

楕円に縦棒

Cの字

扇

,''

輪

(2)縦系

`  (弱
いe)

●
コ

n
Ｊ

・ b
゛
●

t
●

・． i/e [v]

卜］ th/nv*
●

・． nv

ユ h ヽ kh ユ

C

」 S
ロ SV

S d

上 t
上 Z

●
(a)

・● gh

L ng

^
(a)

ユ gh

“
几 ng

´ m

●
■

flp)

3     q(k)
●
３

p

≦ k K R

t a

」 1
d k

ぬ d ぬ    dh(z)

リ r
・
リ Z

J uノ0 [w]
●
Ｊ V

※「縦系」の文字は (1を除いて)後ろに文字がつながらない(「 rOdaの法則」)

ぬ  h(先頭)

そ  h(中 間)

t h(末 尾)
t  t(末尾)

。  h(単独 )
。  t(単独 )
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